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ISOW6441 - TI の最新シグナル アイソレータ (電源内蔵型)

現代の電子機器においてスイッチング電力段の統合がますます進む中、電磁両立性 (EMC) 性能は、DC/DC コンバー

タを内蔵したデジタル アイソレータにとって重要な差別化要因となっています。テキサス インスツルメンツの ISOW6441 
は、TI の DC/DC 電源を内蔵した最新世代のカタログ品で、4 チャネルの強化型デジタル アイソレータです。ISOW6441 
は、業界最高クラスの放射エミッション性能を実現するためにゼロから設計されているため、マルチメディア機器の国際的
な EMC 規格である CISPR 32 Class B の厳格な要件を満たし、さらにそれを上回っています。

スイッチング DC/DC コンバータを内蔵したデジタル アイソレータにおいては、CISPR 32 Class B への準拠は特に困難

であり、その要因は以下のとおりです。

• 高周波スイッチング過渡 (数十 ～ 数百 MHz 帯)
• 絶縁バリアをまたいで形成されるコモン モードと差動モードの電流ループ。

• アンテナとして機能する長い PCB パターンとケーブル。

TI の最新設計である ISOW6441 は、上記の課題すべてに効果的に対処しており、放射エミッションのクリーンさという観

点において、ISOW6441 の性能に匹敵する競合デバイスは他に存在しません。表 1 は、ピン互換性を持つ業界の競合

デバイスとの比較データを示しています。これは、ISOW6441 の放射エミッションは、制限ラインから 10dB を超えるマー

ジンを持ち、スペクトラム全体のどの周波数においても鋭いピークを持たず、CISPR32 Class-B を優に満たしていること

を示しています。一方で、競合デバイスはどちらも、同一のセットアップ (図 9 参照) において制限ラインを大きく超過して

おり、規格に適合していません。

ISOW6441 のテスト結果の詳細については、『ISOW6441 の使用により、CISPR 32 Class-B 放射型電磁波に簡単に

合格』を参照してください。

表 1. CISPR32 Class-B 放射エミッション適合性に関する ISOW6441 と競合デバイスとの関係のまとめ

VDD (V) VISO (V) VISO 負荷 (mA) 周波数範囲 合格 / 不合格
エミッション スペクト

ラム

ISOW6441 5 5 110 30MHz ～ 1GHz 合格 (10dB を超えるマージ

ン) 図 1

ISOW6441 3.3 3.3 60 30MHz ～ 1GHz 合格 (10dB を超えるマージ

ン) 図 2

競合デバイス A 5 5 100 30MHz ～ 1GHz 不合格 図 3

競合デバイス A 3.3 3.3 60 30MHz ～ 1GHz 不合格 図 4

競合デバイス B 5 5 100 30MHz ～ 1GHz 不合格 図 5

競合デバイス B 3.3 3.3 60 30MHz ～ 1GHz 不合格 図 6
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図 1. ISOW6441：5V 入力、5V 出力、110mA 負荷 (最大

負荷) での CISPR32 Class-B 放射エミッションの結果
図 2. ISOW6441：3.3V 入力、3.3V 出力、60mA 負荷 

(最大負荷) での CISPR32 Class-B 放射エミッションの結

果

図 3. 競合デバイス A：5V 入力、5V 出力、100mA 負荷 

(最大負荷) での CISPR32 Class-B 放射エミッションの結

果

図 4. 競合デバイス A：3.3V 入力、3.3V 出力、60mA 負
荷 (最大負荷) での CISPR32 Class-B 放射エミッション

の結果

図 5. 競合デバイス B：5V 入力、5V 出力、100mA 負荷 

(最大負荷) での CISPR32 Class-B 放射エミッションの結

果

図 6. 競合デバイス B：3.3V 入力、3.3V 出力、60mA 負
荷 (最大負荷) での CISPR32 Class-B 放射エミッション

の結果

絶縁型 DC/DC コンバータにおける放射エミッションの主な発生源とは

電磁放射は、図 7 に示すように、特定の PCB 上の絶縁型スイッチング コンバータから、コモン モード電流ループまたは

差動モード電流ループとして放射されることがあります。

1. コモン モード電流ループ

DC/DC コンバータからの高速過渡は、PCB 上の絶縁グランド間の寄生容量を介して結合します。両側がガルバニッ

ク絶縁されているため、誘導電流は空気および基板レベルの寄生容量を介して大きいリターン ループを形成し、シス

テムの絶縁された 2 つの領域間で、実質的にダイポール アンテナを形成します。

2. 差動モード電流ループ

入力電源 (VDD) または絶縁型出力電源 (VISO) のパターンで高電圧リップルが発生すると、絶縁バリアの両側に差

動モード電流ループが形成されます。これらのループからの放射は、ループ面積と電流変化率に比例します。
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図 7. PCB 上でのコモンモードとディファレンシャルモードの電流ループ形成

ISOW6441 は、TI の電源内蔵型の最新シグナル アイソレータであり、約 60MHz でスイッチングを行います。この周波数

は、高い電力効率を維持しつつ、内蔵トランスを小型に抑えるために特別に選定されたものです。このスイッチング周波
数とそれに続く高調波は、CISPR 32 の測定帯域内にそのまま重なるため、放射エミッションの管理が極めて重要になり

ます。

ISOW6441 が最高の放射エミッション性能を実現する仕組み

TI では、クラス最高レベルのエミッション性能を実現するために、ハードウェアおよびアーキテクチャ面における複数の革

新的技術を採用しています。

1. 特許申請中の対称型設計アーキテクチャ

ISOW6441 には特許申請中の対称型設計アーキテクチャを採用しており、スイッチング電流による正味の電磁モー

メントを最小限に抑えることで、コモン モード放射を発生源で抑制します。これは、競合デバイスとの根本的な設計上

の違いであり、市場において利用可能な最高のコスト対性能比の実現に直接貢献しています。

2. スペクトラム拡散クロック処理 (SSC)

離散的な高調波周波数でのエネルギー集中を回避するため、ISOW6441 ではスペクトラム拡散クロック処理を採用

しています。この技術により、スイッチング エネルギーが広い周波数域に分散され、任意の単一周波数ポイントでのピ

ーク エミッションが低減されます。これは、大幅なマージンを確保して CISPR 32 Class B の制限をクリアするための

重要な要素となっています。

3. 最小限の外付け部品要件

多くの競合デバイスが、エミッション規格合格のために複雑な多層 PCB や大規模な外部フィルタリング ネットワーク

を必要とするのとは異なり、ISOW6441 は以下の構成で、10dB を超えるマージンを持って CISPR 32 Class B を適

合するように設計されています。

• 低コストな 2 層 PCB
• シンプルな PCB レイアウト

• 最小限の外付け部品

これにより、システム設計の簡素化、BOM コストの削減、設計の複雑さの低減が実現し、市場において最高のコスト

対性能比を実現できます。

図 8 に、2 層 PCB レイアウトの例を示します。詳細については、評価基板 ISOW6441DWEEVM を参照してくださ

い。

www.ti.com/ja-jp

JADA180 – JUNE 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

放射エミッションの最小化を実現する TI の最新シグナル アイソレータ (電源内蔵型) 3

English Document: SBAA810
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/product/jp/ISOW6441
https://www.ti.com/tool/ISOW6441DWEEVM
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADA180
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADA180&partnum=
https://www.ti.com/lit/pdf/SBAA810


図 8. 2 層 PCB を使用したレイアウト例

ISOW6441 および競合デバイスの放射エミッション テスト設定

ISOW6441 およびピン互換の競合デバイスは、CISPR32 Class-B 放射エミッションにおいて、まったく同じ設定でテスト

されました。テストでは、競合デバイスと ISOW6441 において、全体エミッションに対する外部からの増幅の影響を除去す

るため、非常に短い配線のバッテリを使用しています。図 9 に、評価基板 ISOW6441DWEEVM に 9V のアルカリ バッ

テリを短いワイヤで接続して電源を供給しているところを示します。

図 9. バッテリを使用した ISOW6441DWEEVM のエミッション テスト構成
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CISPR 32 規格では、放射エミッションの制限は疑似ピーク制限として規定されていますが、比較試験の結果を迅速に得

るため、一般的にピーク検出機器スキャンが使用されます。ISOW6441 デバイスでは、すべての電力を単一の周波数に

集中させる代わりに、スペクトラム拡散クロック処理を使用して小帯域の周波数でスイッチング周波数を変化させます。この
ような手法を使用すると、疑似ピーク スキャンを実行したときに、非常に良好な結果が得られます。

本資料に示す比較結果は、ワーストケースの測定における周波数を比較するため、また全体の測定時間を短縮するため
に、ピーク検出器スキャンを使用して測定されています。本資料に記載されているピーク スキャンの結果を確認すること

で、システム設計の評価フェーズ中に、関心のあるワーストケース周波数を選択し、疑似ピーク スキャンを直接実施できま

す。これにより、CISPR 32 の疑似ピーク制限ラインからの真のマージンを推定できます。

ISOW6441 と競合製品の CISPR32 放射エミッション データの比較

TI の電源内蔵型の最新アイソレータ ISOW6441 とピン互換性を持つ市販の競合デバイスとの比較を行うために、2 つの

競合デバイスを ISOW6441DWEEVM 上で、ISOW6441 とともに、最大サポート負荷条件で以下の 2 つの特定構成に

おいてテストしました。

• VDD = 5V、VISOOUT = 5V、最大サポート ILOAD は、110mA (ISOW6441)、100mA (競合デバイス)
• VDD = 3.3V、VISOOUT = 3.3V、最大サポート ILOAD は 60mA (ISOW6441、競合デバイス)

ISOW6441 および競合デバイスについて、主に 30MHz ～ 1GHz の範囲におけるワーストケースの結果のみを以下に

示します。ISOW6441 のテスト結果の詳細については、『ISOW6441 の使用により、CISPR 32 Class-B 放射型電磁波

に簡単に合格』を参照してください

表 1 は、ピン互換性を持つ業界の競合デバイスとの比較データを示しています。これは、ISOW6441 の放射エミッション

は、制限ラインから 10dB を超えるマージンを持ち、スペクトラム全体のどの周波数においても鋭いピークを持たず、

CISPR32 Class-B を優に満たしていることを示しています。一方で、競合デバイスはどちらも、同一のセットアップ (図 9 
参照) において制限ラインを大きく超過しており、規格に適合していません。

まとめ

ISOW6441 は、DC/DC 電源内蔵型デジタル アイソレータにおいて、放射エミッション性能における新たなベンチマーク

を確立します。特許申請中の対称型アーキテクチャ、スペクトラム拡散クロック処理、最小限の外付け部品の組み合わせ
により、ISOW6441 は、シンプルでコスト効率の高い 2 層基板のみを使用し、すべての電圧構成および最大負荷条件に

おいて、10dB を上回るマージンを持って CISPR 32 Class B への準拠を実現しています。

低 EMI で信頼性の高い絶縁設計 (特に産業、通信、民生マルチメディア用途) をターゲットとするシステム設計者に、

ISOW6441 は現在の市場における最高のコスト対性能比を提供します。
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